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生駒利治議員

森
林
保
全

魚つき保安林の保全を
関係機関と連携し強く要望

住民自治

町
づ
く
り
活
動
の
推
進
を

地
域
と
の
協
働
を
推
進

質
問

霞
露
山
国
有
林
と
半

崎
国
有
林
は
重
要
な
魚
つ
き
保

安
林
で
あ
る
。
近
年
の
台
風
、

し
け
な
ど
に
よ
り
倒
木
、
土
砂

崩
落
が
各
所
に
見
ら
れ
ア
ワ
ビ
、

ウ
ニ
の
天
然
資
源
か
ら
養
殖
施

設
ま
で
広
範
囲
に
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。
三
陸
北
部
森
林
管

理
署
に
対
し
て
早
急
に
対
策
を

図
る
よ
う
要
請
す
べ
き
だ
と
思

う
が
、
町
の
対
応
を
問
う
。

沼
崎
町
長

霞
露
山
国
有
林

と
半
崎
国
有
林
は
、
魚
つ
き
保

安
林
及
び
国
立
公
園
特
別
保
護

地
区
と
し
て
、
各
種
漁
業
資
源

の
保
護
・
増
進
に
役
立
っ
て
い

る
。
一
方
、
厳
し
く
険
し
い
場

所
に
在
る
た
め
に
、
倒
木
と
か

流
木
、
ま
た
は
土
砂
崩
落
が
こ

れ
ま
で
に
も
度
々
起
こ
り
、
漁

業
関
係
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
き

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

町
で
は
三
陸
北
部
森
林
管
理

署
に
対
し
、
町
内
各
漁
業
協
同

組
合
な
ど
か
ら
意
見
集
約
を
し
、

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
要
望

し
て
お
り
、
今
年
度
も
取
り
ま

と
め
を
し
提
出
の
予
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
国
有
林

野
の
見
回
り
、
倒
木
、
流
木
の

除
去
な
ど
安
全
対
策
が
早
期
に

図
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
強

く
要
望
し
て
い
く
。

質
問

住
民
自
治
組
織
を
小

学
校
単
位
ま
た
は
、
町
民
体
育

祭
の
区
割
単
位
な
ど
、
活
動
実

態
に
即
し
た
組
織
化
を
働
き
か

け
て
は
ど
う
か
。

沼
崎
町
長

今
後
の
行
政
の

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
自

治
組
織
と
の
円
滑
な
協
働
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。
区
割
り
も

含
め
組
織
化
の
方
向
性
を
第
八

次
総
合
発
展
計
画
の
中
で
示
し

た
い
。

質
問

公
設
民
営
と
指
定
管

理
者
制
度
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
住
民
自
治
組
織
の
活
動
拠

点
と
な
る
公
共
施
設
を
自
治
組

織
に
管
理
依
頼
し
、
町
づ
く
り

活
動
と
行
政
事
務
の
一
端
を

担
っ
て
も
ら
う
考
え
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長

今
後
は
そ
の
よ

う
な
方
向
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の
施
行
期

限
は
、
平
成
十
八
年
八
月
ま
で

で
あ
り
、
当
面
は
、
現
在
管
理

委
託
を
し
て
い
る
施
設
を
中
心

に
、
町
づ
く
り
活
動
の
有
効
性
、

施
設
運
営
の
効
率
性
、
施
設
譲

渡
の
可
能
性
な
ど
を
検
討
し
て

い
く
。

台風により湾内に流入した流木の除去作
業の様子。被害を未然に防止するため、
倒木などの処理は重要です。（大浦漁港）

町づくりには、行政と住民自治
組織との協働が必要です。
（今年１月に行われた田の浜自
治会の世代間交流会の様子）


